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ディスプレイデバイス、関連部材の世界市場を調査 
 

― ２０２８年市場予測 ― 

■ディスプレイデバイス １６兆６,１２０億円 

…ＱＤ－ＯＬＥＤ、ＲＧＢ蒸着フォルダブルＯＬＥＤ、マイクロＯＬＥＤ、マイクロＬＥＤなどが増加 

◆Ｙ－ＯＣＴＡ用オーバーコート剤 ２５億円 

…ＲＧＢ蒸着プラスチック・フォルダブルＡＭＯＬＥＤで「Ｙ－ＯＣＴＡ」採用が進むほか、 

「Ｆ－ＯＣＴＡ」の採用が増えるため、需要が増加 

◆ＱＤインク ２３３億円 

 …ＱＤ－ＯＬＥＤの生産増加に加え、ＱＤ－マイクロＬＥＤ向けが増加 

 

マーケティング＆コンサルテーションの株式会社富士キメラ総研（東京都中央区日本橋 社長 田中 一志 

03-3241-3490）は、２０２２年から続く生産調整から徐々に回復するＴＦＴ ＬＣＤ、ＴＶとスマートフォン用途

に加えてノートＰＣやタブレット端末などのＩＴ機器で採用が増加するＯＬＥＤ、ＴＶやスマートグラス用途で

需要が期待されるマイクロＬＥＤといったディスプレイデバイスの世界市場について調査した。その結果を「2023 

ディスプレイ関連市場の現状と将来展望」にまとめた。 

この調査では、ディスプレイデバイス１０品目の最新市場動向を調査し、将来を予想した。加えて、それらを構

成する部品材料や関連するアプリケーション機器の市場についても捉えた。 

 

＜調査結果の概要＞ 

■ディスプレイデバイスの世界市場 

 

２０２２年はＴＶやＰＣモニター、ノートＰＣなどの販売が低迷したことから、市場は前年比減少となった。 

２０２３年はＴＶ向けが回復しているほか、ＨＭＤ向け、車載向けなどは堅調に伸びている一方で、ＩＴ機器向

けパネルは需要縮小が続いているため、市場は１５兆５,８３８億円が見込まれる。 

タイプ別ではＴＶやＰＣモニターなど大型用途において主力であるａ－Ｓｉ ＴＦＴ ＬＣＤのウェイトが高い

が、前年に続き減少するとみられるほか、ハイエンドＴＶ、ハイエンドノートＰＣで採用が多いＷ－ＯＬＥＤやＯ
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ｘｉｄｅ ＴＦＴ ＬＣＤの落ち込みが大きいとみられるものの、ハイエンドスマートフォンにおけるＲＧＢ蒸着

プラスチックＯＬＥＤの採用増加により、市場は前年比微増に留まるとみられる。 

今後はハイエンドＴＶで採用されるＱＤ－ＯＬＥＤやスマートフォンの最上位機種で採用が進むＲＧＢ蒸着フ

ォルダブルＯＬＥＤ、スマートグラスでの採用増加が期待されるマイクロＯＬＥＤ、次世代ディスプレイとして注

目されるマイクロＬＥＤなどの増加が予想される。 

 

■ディスプレイ関連部材の世界市場 

 ２０２３年見込 ２０２８年予測 

ＬＣＤ・ＯＬＥＤ共通関連部材 １兆   ４４億円 １兆１,９６９億円 

ＬＣＤ関連部材 １兆３,６８７億円 １兆６,６８４億円 

ＯＬＥＤ関連部材 ３,０８２億円 ４,７１９億円 

ＬＣＤ・ＯＬＥＤ共通関連部材の市場は、２０２２年はＴＶやＰＣモニター、ノートＰＣなど大型アプリケーシ

ョンの需要が低迷し、前年比マイナスとなった。２０２３年はＴＶ向けＴＦＴ ＬＣＤの生産が回復しているもの

の、ハイエンドＴＶ向けのＷ－ＯＬＥＤが伸び悩んでいる。 

ＬＣＤ関連部材の市場は、２０２２年はＴＶ向けＴＦＴ ＬＣＤの生産調整が行われた影響を受け、大幅に縮小

した。２０２３年に入るとＴＶ向けＴＦＴ ＬＣＤの生産が回復しており、市場は伸びるとみられる。 

ＯＬＥＤ関連部材の市場は、２０２２年は大幅に拡大した。最も高い成長率となったのは、ＱＤ－ＯＬＥＤで採

用されるＱＤインクで、今後も伸びるとみられる。２０２３年はフォルダブルスマートフォンに搭載されるフレキ

シブルガラスが採用機種の増加により大幅な伸長が予想される。 

 

＜注目市場＞ 

◆Ｙ－ＯＣＴＡ用オーバーコート剤 

２０２３年見込 ２０２８年予測 

１３億円 ２５億円 

プラスチックＯＬＥＤのオンセルタッチセンサーである「Ｙ－ＯＣＴＡ」に採用されるオーバーコート剤を対象

とする。「Ｆ－ＯＣＴＡ」に採用されるオーバーコート剤も対象とする。主にスマートフォンやタブレット端末の

タッチセンサーで使用されている。 

「Ｙ－ＯＣＴＡ」は薄型化やコストダウンに寄与することから、Ｓａｍｓｕｎｇ Ｅｌ.「Ｇａｌａｘｙ」シリー

ズとＡｐｐｌｅ「ｉＰｈｏｎｅ」シリーズに採用され、市場が立ち上がった。２０２１年までは韓国パネルメーカ

ーの採用が中心だったが、２０２２年から中国メーカーの採用が増加しており、使用されるオーバーコート剤の２

０２３年の市場は１３億円が見込まれる。 

２０２３年現在、パネルメーカーのＯＬＥＤラインは「Ｙ－ＯＣＴＡ」を前提とした設計になっており、今後Ｒ

ＧＢ蒸着プラスチック・フォルダブルＡＭＯＬＥＤでは「Ｙ－ＯＣＴＡ」の採用が大半を占めるため、オーバーコ

ート剤の需要も増加するとみられる。また、従来の無機膜と比較し折り曲げ性の向上や生産効率の向上が期待でき

る「Ｆ－ＯＣＴＡ」の開発が行われており、２０２４年にはＡｐｐｌｅ「ｉＰａｄ」での採用が期待されるほか、

Ｓａｍｓｕｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙなどが開発投資を行っているＩＴ機器向けリジッドＯＬＥＤのＧ８.７でも採用

が検討されている。「Ｆ－ＯＣＴＡ」は２０２６年にはＡｐｐｌｅのノートＰＣでの採用が期待されるため、２０

２８年のオーバーコート剤の市場は２５億円が予測される。 

 

◆ＱＤインク 

２０２３年見込 ２０２８年予測 

１５１億円 ２３３億円 

ＱＤインクとして、ＱＤ材料を樹脂に分散してインクジェットプロセスに適用させた材料を対象とする。ＱＤ－

ＯＬＥＤ、ＱＤ－マイクロＬＥＤで使用される。 

２０２１年にＳａｍｓｕｎｇ ＤｉｓｐｌａｙがＱＤ－ＯＬＥＤの量産を開始したことで市場が立ち上がってお

り、現在はＱＤ－ＯＬＥＤでのみ採用されている。２０２２年はＴＶ需要の低迷によるＴＶ向けＱＤ－ＯＬＥＤパ

ネルの低調から、市場の伸びは当初予想を下回る結果となった。 

２０２３年はＴＶ向け、ＰＣモニター向けＱＤ－ＯＬＥＤパネルの生産が回復するとみられ、市場も順調に拡大

すると予想される。 
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また、２０２７年以降にＳａｍｓｕｎｇ ＤｉｓｐｌａｙのＱＤ－ＯＬＥＤの新規ラインが稼働するとみられ、

需要が増加するほか、２０２６年から２０２７年にかけてＳａｍｓｕｎｇ Ｅｌ.が青色ＬＥＤとＱＤ－ＣＦを組

み合わせるマイクロＬＥＤの量産を目指しており、ＱＤ－マイクロＬＥＤ向けの需要増加が予想される。 

 

＜調査対象＞ 

ディスプレイデバイス 

・ａ－Ｓｉ ＴＦＴ ＬＣＤ ・ＱＤ－ＯＬＥＤ ・マイクロＯＬＥＤ 

・ＬＴＰＳ ＴＦＴ ＬＣＤ ・ＲＧＢ蒸着リジッドＯＬＥＤ ・マイクロＬＥＤ 

・Ｏｘｉｄｅ ＴＦＴ ＬＣＤ ・ＲＧＢ蒸着プラスチックＯＬＥＤ  

・Ｗ－ＯＬＥＤ ・ＲＧＢ蒸着フォルダブルＯＬＥＤ  

ディスプレイ関連部材 

【ＬＣＤ・ＯＬＥＤ共通関連部材】   

・ガラス基板 ・ブラックレジスト ・ＡＣＦ 

・カラーレジスト ・表面処理フィルム ・金属酸化物ターゲット材 

【ＬＣＤ関連部材】   

・配向膜材料 ・偏光板 ・ＱＤシート・ＱＤ拡散板 

・液晶材料 ・偏光板保護フィルム・ ・蛍光体シート 

・シール剤 位相差フィルム  

【ＯＬＥＤ関連部材】   

・フレキシブルガラス ・Ｙ－ＯＣＴＡ用オーバーコート剤 ・ＴＦＴ基板用ＰＩワニス 

・円偏光板 ・ＯＬＥＤ用封止材 （有色・透明） 

・円偏光板保護フィルム・ ・ＯＬＥＤ用バンク材・平坦化材料 ・蒸着型発光材料 

位相差フィルム  ・ＱＤインク 

【タッチパネル関連部材】   

・車載カバーガラス ・ＯＣＡ ・ＯＣＲ 

・メタルメッシュフィルム   

 

＜調査方法＞ 

富士キメラ総研専門調査員によるヒアリングおよび関連文献、データベース活用による調査・分析 

 

＜調査期間＞ 

２０２３年３月～６月 

以上 

資料タイトル ： 「2023 ディスプレイ関連市場の現状と将来展望」 
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